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矢
祭
町
立
東
舘
小
学
校
は
、
明
治

６
年
に
現
在
の
矢
祭
中
学
校
隣
に
位

置
す
る
東
慶
寺
を
仮
校
舎
と
し
て
開

設
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
卒
業
生
は
、
今
年
度
卒
業
生
を

含
め
７
０
１
７
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

東
舘
小
学
校
は
、
現
在
１
１
６
人

の
児
童
が
教
育
目
標
「
進
ん
で
学
び

合
う
子
ど
も
」「
夢
を
持
ち
と
も
に

生
き
る
子
ど
も
」「
健
や
か
で
た
く

ま
し
い
子
ど
も
」
を
目
指
し
て
、
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
部
大
臣
表
彰
「
読
書
活

動
実
践
優
良
校
」
や
福
島
県
学
校
関

係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
「
学
校
緑
化
推

進
委
員
長
賞
」、「
福
島
県
林
業
委
員

長
賞
」
受
賞
、
さ
ら
に
福
島
県
下
小

中
学
校
音
楽
祭
第
１
部
（
合
唱
）
で

「
銅
賞
」
を
３
度
、「
奨
励
賞
」
を
１

度
受
賞
す
る
な
ど
輝
か
し
い
業
績
を

残
し
て
い
ま
す
。

　　

そ
ん
な
東
舘
小
学
校
も
、
最
後
の

卒
業
生
20
人
を
見
送
り
閉
校
を
迎
え

ま
す
。
子
供
た
ち
、
教
職
員
、
そ
し

て
地
域
の
方
々
が
、
町
内
で
最
も
児

童
数
が
多
い
小
学
校
の
閉
校
を
惜
し

み
な
が
ら
も
、
新
た
な
学
校
へ
の
期

待
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

　

東
舘
小
学
校
と
し
て
最
後
の
１
ヶ

月
を
過
ご
す
子
供
た
ち
が
作
る
た
く

さ
ん
の
思
い
出
は
、
今
後
の
子
供
た

ち
の
生
活
、
そ
し
て
新
た
に
ス
タ
ー

ト
す
る
矢
祭
小
学
校
へ
引
き
継
が
れ

る
大
き
な
財
産
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。 東

舘
小
学
校

先
人
に
見
守
ら
れ
、
困
難
を
乗
り
越
え
成
長
し
て
き
た

た
く
さ
ん
の
思
い
出
た
ち
と
多
く
の
仲
間
に
出
会
え
る
場
所

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
、
あ
り
が
と
う

東舘小の子どもたち

　東舘小学校の最後の１年

半は矢祭小建設の槌音が響

く中での毎日となりまし

た。様々な制約のある生活

だったでしょうが、その中

でも笑顔を忘れず、勉強・

スポーツ・音楽活動と、そ

れぞれ精いっぱい励んでき

ました。それが、東舘小の子供たちの大きな財産

であり誇りだと思います。来年度は、東舘小の良

さを他の小学校の良さと合わせ、矢祭小を素敵な

学校にできるよう頑張ってほしいです。

丸山美佳子さん
PTA 会長

東舘小の良さを

　２月に長縄とび大会が行

われました。４年生が企画

運営し成功させようと張り

切りました。各学年の子ど

もたちは、ベスト記録を出

そうとお互い助け合って頑

張りました。先生方も縄を

回す役になり子どもたちを

支えました。保護者も大きな声で応援しました。

東舘小の良さが全部集まった長縄とび大会になり

ました。東舘小の子どもたちはきっとこの姿を矢

祭小へ引き継いでくれるでしょう。

矢吹政徳先生
校長

東舘小学校での思い出

　東舘小は全校生が仲良

く、明るい学校です。そん

な東舘小での一番の思い出

は、全校生で行った宿泊学

習です。５年生の時の、全

校生に向けたクイズが楽し

かったことを覚えていま

す。東舘小は今年で閉校で

すが、閉校まで友達とたくさんの思い出を作りた

いと思います。また、５年生には来年最高学年と

して、新しくできる矢祭小学校の最初の１年を、

頑張って引っ張ってほしいです。

佐川舞
まい

さん

児童代表（6年生）
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［シリーズ特集］［シリーズ特集］

たくさんの思い出を、ありがとうたくさんの思い出を、ありがとう



 

東
舘
小
学
校
校
歌

　
　
　
　
　

作
詞
・
作
曲　

山
本　

正
夫

　　

一　

恵
み
も
ひ
ろ
き
久
慈
川
の

　
　
　

ほ
と
り
に
立
て
る
東
舘

　
　
　

築
き
し
歴
史
と
こ
し
え
に

　
　
　

は
ぐ
く
む
幸
の
豊
の
里

　

二　

緑
栄
ゆ
る
桧
山

　
　
　

四
と
き
変
わ
ら
ぬ
節
操
と

　
　
　

高
き
を
己
が
こ
こ
ろ
と
し

　
　
　

鍛
え
励
ま
ん
諸
共
に

１_平成２7年度入学式　２_平成27年度東白川郡陸上競技大会（５・
６年生）　３_いつもの教室で食べる給食（３年生）　４_平成 27 年
度大運動会でのよさこい（全校生）　５_平成２７年度学習発表会で
の発表（２年生）　６_大子町で行われた森林体験学習（５年生）　
７_歯科指導（４年生）

明治　     6 年　　東慶寺を仮校舎とし、小学校が開校

 　　　    9 年　　現在の商工会館の位置に校舎を建築

 　　　  21 年　　現在の役場の位置に校舎を新築し、移転

　　 　  25 年　　町村制施行により、東舘に東舘尋常小学校を 置き、

　　　　　　　　 宝坂・山下に分教室を置く

　　 　  42 年　　校舎増築落成

大正　   11 年　　高等科併設が認可され、東舘尋常高等小学校と改称

昭和　     3 年　　校旗制定

　　 　  16 年　　勅令 148 号により、豊里村東舘国民学校となる

　　　   22 年　　学制改革に伴い、豊里村国民学校となる

　　　   25 年　　中学校の新築により、全校児童が現在地に移る

　　　   30 年　　町村合併に伴い、矢祭村立東舘小学校となる

　　　   37 年　　完全給食を実施

　　　   38 年　　町制施行により、矢祭町立東舘小学校となる

　　　   47 年　　宝坂分校を廃し、統合する

　　　   49 年　　屋内運動場落成

　　　   　　　　  創立 100 周年記念式典挙行

　　　   　　  　　プール完成

平成　     7 年　　コンピュータ導入（８台）

　          20 年　　ラオスのナトゥール小学校とフレンドシップ協定を締結

　　　   28 年　　閉校記念式典挙行

　　　   28 年　　閉校

東舘⼩学校沿⾰

　ちょうど私たちが６年生

の時に、今の校舎が半分だ

けできていました。今の子

供たちと同じように毎日工

事の音などを聞きながら学

校生活を送っていたことを

覚えています。また、今と

は違って児童数が多かった

ので、スポーツの大会や合

奏コンクールなどには担任の先生や音楽の先生が

出る人を選抜して出場していました。クラス単位

で出場したことはほとんどありませんでしたね。

野村一峰さん
昭和４７年度卒業

　小学生の頃というのは戦

争中で、私たちが２年生の

時に終戦を迎えました。当

時の学校は現在の役場の場

所にあって、校庭には大き

な防空壕が１つありまし

た。今の子たちはチャイム

で授業の始まりと終わりが

合図されると思いますが、

その頃は太鼓が叩かれていました。今と昔ではだ

いぶ学校が変わってしまいましたが、今の子には

平和な学校生活を送ってもらいたいと願っていま

田所敏伸さん
昭和２５年度卒業

　私が通った頃は、毎年全

校児童による選挙で児童会

長を決めていました。普通

は６年生がなるものなので

すが、その年は５年生で立

候補した私がなぜか当選し

てしまうという事件があり

ました。また、私たちの年

代は、女子と話すのが恥ず

かしいと思っていた子たちが多く、女子と仲良く

話せるようにと担任の先生が帰りの学活で特別な

時間を設けたりしていました。

押田洋平さん
平成３年度卒業
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人件費　　　扶助費

物件費　　　補助費

維持補修費　公債費（利子等）

　

そ
の
年
度
内
に
入
っ
て
き
た
お

金
は
、
公
共
施
設
の
建
設
や
道
路

の
拡
張
な
ど
の
資
産
形
成
に
充
て

ら
れ
た
も
の
と
、
資
産
形
成
に
は

つ
な
が
ら
な
い
（
人
に
よ
る
も
の

や
給
付
に
よ
る
も
の
な
ど
）
サ
ー

ビ
ス
に
充
て
ら
れ
た
も
の
と
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
資
産
形

成
に
充
て
ら
れ
た
お
金
の
流
れ
が

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
計
上
さ
れ
、

資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
、
つ

ま
り
そ
の
年
度
の
中
で
サ
ー
ビ
ス

が
終
わ
っ
て
し
ま
う
お
金
の
流
れ

が
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
に
計
上
さ

れ
る
の
で
す
。
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
に
は
減
価
償
却
費
や
退
職
手
当

引
当
金
繰
入
な
ど
の
よ
う
に
、
実

際
そ
の
年
度
内
に
お
金
の
動
き
が

な
く
て
も
、
そ
の
年
度
の
経
費
と

し
て
計
上
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
年
度
内
に
入
っ
て
き
た
お
金

（
繰
入
）は
そ
の
使
わ
れ
方
に
よ
っ

て
、
必
ず
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
行

政
コ
ス
ト
計
算
書
の
ど
ち
ら
か
に

振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す

（
図
１
）。
し
た
が
っ
て
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
と
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

の
両
方
が
あ
っ
て
初
め
て
１
年
間

の
財
政
状
況
を
把
握
す
る
の
に
役

立
つ
と
い
え
る
の
で
す
。

平
成
26
年
度
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
と
は

行政コスト計算書とは…行政コストはその性質ごとに４つに分類されます

人にかかるコスト▶議員や委員の報酬と職員の給料等、全ての人件費
物にかかるコスト▶施設などの管理運営（光熱水費、消耗品費、委託料）に
                                　       要する経費や建物の減価償却費
移転支出的なコスト▶高齢者や子どもに対する医療費支給などの給付（扶助費）
　　　　　　　　　　や町民の皆さんなどに対する補助事業（補助金）と特別会
　　　　　　　　　　計に支出している経費等
その他のコスト▶災害復旧に要した経費及び公債費（借金の返済）に要した 
                                           経費のうち利子分

矢祭町の収入

（歳入）

矢祭町の支出

（歳出）

図２　行政コスト計算書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位▶千円
行政コスト 総額 構成比率

１
人にかかるコスト

402,395 13％
議員報酬、職員給料等

２
物にかかるコスト

1,558,158 49％
物件費、減価償却費

３
移転支出的なコスト

1,154,248 36％
扶助費、補助費、繰出金

４
その他のコスト

66,172 2％
災害復旧費、公債費
行政コストの合計 Ａ 3,180,973 100％

コストの財源
１ 使用料・手数料等 114,889
２ 国庫（県）支出金 536,696
３ 一般財源 2,529,388

合計 Ｂ 3,180,973

行政コスト計算書 バランスシート

費用とされるもの 資産・負債とされるもの

普通建設事業費

投資・出資金

貸付金・基金

公債費（元金）等

お
金
の
流
れ

減価償却費

　

図
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
性
質
別

に
行
政
コ
ス
ト
が
分
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　
「
物
に
か
か
る
コ
ス
ト
」
は

15
億
５
千
万
円
と
、
コ
ス
ト
総
額
の

49
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
目

に
見
え
な
い
町
道
・
農
道
等
の
減
価

償
却
費
や
各
学
校
管
理
、
給
食
施
設

等
の
学
校
に
要
す
る
経
費
等
が
主
な

も
の
で
す
。

　
「
移
転
支
出
的
な
コ
ス
ト
」
は
、

11
億
５
千
万
円
と
36
％
を
占
め
ま

す
。
こ
れ
は
、
常
備
消
防
等
の
広
域

圏
や
東
白
衛
生
組
合
へ
の
負
担
金
や

子
ど
も
手
当
、
子
ど
も
医
療
費
10
割

負
担
等
が
あ
り
ま
す
。

　
「
人
に
か
か
る
コ
ス
ト
」
に
つ
い

て
は
退
職
者
の
増
に
伴
う
特
別
負
担

金
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
そ
の
他
の
コ
ス
ト
」
は
台
風
等

に
伴
う
災
害
復
旧
費

や
公
債
費
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
合
計
す

る
と
、
矢
祭
町
の
平

成
26
年
度
に
か
か
っ

た
行
政
コ
ス
ト
は
約

31
億
８
千
万
円
と
な
り

ま
す
。

　

２
月
号
で
掲
載
し
た
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
は
地
方
自
治
体
の
行
政
活

動
の
う
ち
、
主
に
資
産
や
負
債
な

ど
の
ス
ト
ッ
ク
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
す
。

　

一
方
、
地
方
自
治
体
の
行
政
活

動
は
資
産
の
形
成
だ
け
で
な
く
、

人
的
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ
ス

な
ど
資
産
の
形
成
に
つ
な
が
ら
な

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
多
く
の
比
重

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
資

産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
コ
ス
ト
と
町

税
や
使
用
料
な
ど
そ
の
財
源
と
な

る
収
入
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た

も
の
が
「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」

で
す
。

区分 総額 議会費 総務費 民生費 衛生費 労働費 農水費 商工費 土木費 消防費 教育費 その他
１ 402,395 29,329 158,365 32,697 28,212 0 25,698 5,135 8,556 8,131 106,272 0

２ 1,558,158 4,098 257,329 122,069 45,866 35,868 315,765 185,477 149,407 34,383 407,896 0

３ 1,154,248 560 79,257 612,176 182,017 0 119,862 11,862 953 108,874 38,687 0

４ 66,172 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 66,172

計 3,180,973 33,987 494,951 766,942 256,095 35,868 461,325 202,474 158,916 151,388 552,855 66,172
100％ 1％ 16％ 24％ 8％ 1％ 15％ 6％ 5％ 5％ 17％ 2％

※区分１は「人にかかるコスト」、２は「物にかかるコスト」、３は移転支出的なコスト」、4は「その他のコスト」です。
※その他は災害復旧費、公債費です。

図 3　目的別行政コスト計算書（平成 26年 4月 1日～平成 27年 3月 31 日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   単位▶千円

　

図
３
で
は
行
政
目
的
別
に
か

か
っ
た
経
費
を
表
し
て
い
ま
す
。

最
も
割
合
を
占
め
る
の
が
民
生
費

の
24
％
で
、
各
種
医
療
費
補
助
な

ど
の
扶
助
費
の
他
に
、
国
保
や
後

期
高
齢
等
の
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
が
あ
り
ま
す
。
他
に
多
い
の
が

教
育
費
の
17
％
で
、
各
種
教
育
支

援
に
係
る
経
費
が
要
因
と
な
り
ま

す
。
数
値
を
み
る
と
、
矢
祭
町
が

福
祉
行
政
と
教
育
に
力
を
入
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

住民１人当たりの行政コストは…

　矢祭町民 1人当たりにかかる行政コストを、
平成 26 年度末の人口、6,190 人で計算すると、
513 千円となります。これを性質別に見てみま
すと、「人にかかるコスト」が 65 千円、「物に
かかるコスト」が 252 千円、「移転支出的なコ
スト」が 186 千円、「その他コスト」が 10 千
円になっております。「最小の経費で最大限の
効果をあげる」ことを目標に今後も努力し、財
政公表においてもわかりやすく皆様に提示がで
きるようにしていきたいと思います。

図 1
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矢
祭
小
学
校
開
校
に
向
け
て

・間もなく完成予定の矢祭小学校校舎と体育館

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
４
月
６
日
（
水
）
に
開
校

す
る
矢
祭
小
学
校
は
、
現
在
新
校
舎
建

設
工
事
の
遅
れ
に
よ
り
、
５
月
上
旬
ま

で
の
期
間
は
現
東
舘
小
学
校
校
舎
、
体

育
館
を
使
用
し
て
開
校
し
ま
す
。

　

４
月
６
日
は
、
現
東
舘
小
学
校
体
育

館
で
午
前
９
時
40
分
か
ら
開
校
式
が
挙

行
さ
れ
、
終
了
後
の
午
前
10
時
30
分
か

ら
は
、
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

矢
祭
小
学
校
で
は
、「
や
ま
つ
り
」

の
頭
文
字
を
使
っ
た
「
や
さ
し
く　

ま

じ
め
に　

つ
よ
く　

り
そ
う
を
も
っ

て
」
を
教
育
目
標
と
し
、
１
年
生
45

人
、
２
年
生
40
人
、
３
年
生
40
人
、
４

年
生
42
人
、
５
年
生
50
人
、
６
年
生
45

人
の
全
校
児
童
２
６
２
人
が
、
１
つ
に

ま
と
ま
っ
た
矢
祭
小
学
校
で
の
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

矢
祭
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
新
た
な
学
び
舎
と
な
る

矢
祭
小
学
校
の
開
校
に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

YAM
ATSU

RI ELEM
EN
TARY SCH

O
O
L

運行予定のスクールバス

　

統
合
に
よ
り
遠
距
離
通
学
と
な
る
児

童
並
び
に
道
路
事
情
や
地
理
的
要
因
を

考
慮
し
、
安
全
な
通
学
の
た
め
に
バ
ス

通
学
を
希
望
し
、
教
育
委
員
会
が
利
用

を
認
め
た
地
域
に
居
住
す
る
児
童
を
対

象
に
通
学
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

通
学
用
バ
ス
は
、
町
が
運
行
す
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
と
福
島
交
通
路
線
バ
ス
を

併
用
し
て
運
行
し
ま
す
。

　

運
行
車
両
は
、
今
年
度
新
規
購
入
し

た
中
型
バ
ス
２
台
、
こ
ど
も
園
ス
ク
ー

ル
バ
ス
１
台
、
福
島
交
通
路
線
バ
ス
３

台
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・矢祭小学校年間行事予定

pickup
topics

矢祭小学校校章：内側は、町の花「ツツジ」の花びら

で５つの小学校の子供たちが手をつないでいる様子が

イメージされ、外側は、小さな町から世界へ発信する

ために英字で「矢祭小学校」と表現されています。

各地区運行ルート

●追分ルート（福島交通路線バス）…  追分‐鶴ヶ池‐押舘‐清水内‐矢祭小

●大垬ルート（福島交通路線バス）…  大垬道清‐大垬佐川屋‐上関‐仲町柏屋上関‐ふれあい館前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　      下関南‐下関小学校‐下関局前‐下関北‐緑川‐中山‐矢祭小
●茗荷ルート（福島交通路線バス）…  歯朶平‐塩の平‐内川‐内川小学校‐谷地下‐久保‐真木野‐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    矢祭小
●高山ルート（こども園スクールバス）  … 矢祭ニュータウン‐日渡‐関平‐高山区公民館前‐新保木山橋前‐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    新山下橋‐矢祭駐在所前‐矢祭小
●中石井ルート（中型スクールバス )   …  　セブンイレブン中石井店前‐中石井消防屯所前‐黒助‐植田橋前‐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯野‐古張建設前（天神沢橋前）‐鈴木運送前‐矢祭小
●下石井ルート（中型スクールバス）  …     JA 駐車場前‐吉田魚店前（西郷商店前）‐やまつりファーム前‐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   矢祭小
●山野井ルート（中型スクールバス）…  カネマス前‐旧篠田商店前‐ 矢祭小

月 行 事 名 月 行事名

４月

着 任 式 ・ 第 １ 学 期 始 業 式 ・ 入 学 式
９月

ボランティア活動（中学年）
第 １ 回 校 外 子 ど も 会 第２回交通教室
第 １ 回 交 通 教 室

１０月
東白川地区小学校陸上競技大会

１ 年 生 を 迎 え る 会 防犯パレード
授 業 参 観 ・ P T A 設 立 総 会 学習発表会
学 習 旅 行 （ １ ～ ４ 年 生 ）

１１月
校内マラソン記録会

５月
第 １ 回 避 難 訓 練 ボランティア活動（高学年）
第 １ 回 児 童 会 総 会 （ 計 画 ） 保護者教育相談
運 動 会

１２月

第２回避難訓練

６月

修 学 旅 行 （ ６ 年 生 ） 授業参観・学級懇談会
家 庭 訪 問 第３回校外子ども会
防 犯 教 室 第２学期終業式
体 力 テ ス ト

１月
第３学期始業式

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 （ 低 学 年 ） 校内書初め会
授 業 参 観 ・ P T A 親 睦 行 事

２月
豆まき集会

７月

プ ー ル 開 き 新入生一日入学
七 夕 集 会 校内なわとび記録会
第 ２ 回 校 外 子 ど も 会

３月

第２回児童会総会（反省）
第 １ 学 期 終 業 式 授業参観・PTA 総会

８月
第 ２ 学 期 始 業 式 第４回校外子ども会
校 内 水 泳 大 会 ６年生を送る会

９月
授 業 参 観 ・ P T A 講 演 会 終了式
宿 泊 学 習 （ ５ 年 生 ） 卒業式
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２
月
19
日
（
金
）、
第
15
回

矢
祭
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

ク
ロ
リ
テ
ィ
―
大
会
が
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
各
単
位
高
齢

者
ク
ラ
ブ
会
員
の
健
康
増
進
の

充
実
と
会
員
の
健
康
保
持
、
会

員
相
互
の
交
流
を
図
る
た
め
行

わ
れ
、
健
康
で
明
る
い
地
域
社

会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
７
地
区
13
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
78
人
が
チ
ー
ム
メ

イ
ト
と
共
に
勝
利
を
目
指
し
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
大
会

は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
山
つ
つ

じ
ヶ
丘
ク
ラ
ブ
Ａ
・
Ｂ
の
決
勝

と
な
り
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
山

つ
つ
じ
ヶ
丘
ク
ラ
ブ
Ｂ
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

チ ー ム 名

山 野 井 金 沢 鶴 亀 会 A 高 野 谷 地 鶴 寿 会

山 野 井 金 沢 鶴 亀 会 B 関 岡 百 寿 会

山 野 井 金 沢 鶴 亀 会 C 上 関 松 寿 会 A

東 舘 福 寿 会 A 上 関 松 寿 会 B

東 舘 福 寿 会 B 茗 荷 老 人 ク ラ ブ A

ニ ュ ー タ ウ ン 中 山
つ つ じ ヶ 丘 ク ラ ブ A 茗 荷 老 人 ク ラ ブ B

ニ ュ ー タ ウ ン 中 山
つ つ じ ヶ 丘 ク ラ ブ B

・参加チーム一覧
順 位 チーム名
優 勝 ニュータウン中山つつじヶ丘クラブ B
準 優 勝 ニュータウン中山つつじヶ丘クラブ A
第 ３ 位 山野井金沢鶴亀会 A
第 ４ 位 上関松寿会 B
第 ５ 位 高野谷地鶴寿会

・大会結果

第
15
回
ク
ロ
リ
テ
ィ
ー
大
会
開
催

国
際
交
流
員
の
カ
サ
ン
ド
ラ

さ
ん
に
再
任
辞
令
交
付カサンドラ・

ロジャースさん

国際交流員

Ｂ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
た
方
に
は
、
給
付
金
等
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

日
本
で
は
、
出
生
時
の
母
子

感
染
の
他
、
昭
和
60
年
代
初
頭

ま
で
に
集
団
予
防
接
種
な
ど
の

際
に
行
わ
れ
て
い
た
注
射
器
の

連
続
使
用
が
原
因
で
、
多
く
の

方
が
Ｂ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
に
感

染
し
た
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

昭
和
23
年
か
ら
昭
和
63
年
ま

で
の
間
で
、
満
７
歳
に
な
る
ま

で
に
集
団
予
防
接
種
や
ツ
ル
ベ

ク
リ
ン
反
応
検
査
を
受
け
た
方

は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
感
染

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
集
団
予
防
接
種
等
に
よ

り
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
に
感

染
さ
れ
た
方
（
こ
れ
ら
の
方
々

の
相
続
人
を
含
む
）
に
は
、
病

態
に
応
じ
て
50
万
円
か
ら
３
、

６
０
０
万
円
の
給
付
金
等
を
支

給
す
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　

給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
救
済
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
と
、
病
態
を
証
明
す
る

た
め
、
医
療
機
関
な
ど
か
ら
必

要
な
証
拠
を
収
集
し
て
い
た
だ

き
、
国
を
相
手
と
し
た
国
家
賠

償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
裁
判

上
の
和
解
手
続
に
よ
り
、
救
済

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

証
拠
か
ら
確
認
で
き
た
方
に

は
、
給
付
金
を
お
支
払
い
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
手
続
の
一
部

ま
た
は
全
部
を
弁
護
士
に
依
頼

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
弁
護

士
に
つ
い
て
は
、「
Ｂ
型
肝
炎

弁
護
士
」
で
検
索
で
き
、
厚
生

労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

各
地
の
弁
護
団
の
連
絡
先
へ
の

リ
ン
ク
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染

し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
肝
炎

ウ
ィ
ル
ス
検
査
（
血
液
検
査
）

で
簡
単
に
わ
か
り
ま
す
。
職
場

な
ど
の
健
康
診
断
で
肝
炎
ウ
ィ

ル
ス
検
査
を
受
け
る
機
会
が
な

い
方
は
、
地
域
検
診
や
都
道
府

県
等
の
保
健
所
で
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

給付金対象者は以下の４つの条件を満たす方です

（１）　 B 型肝炎ウィルスに持続感染している方
（２)　  満７歳になるまでに集団予防接種を受けた方
（３）　 昭和２３年７月１日～昭和６３年１月２７日の間に、集団予防接種を受けた方
（４）　 集団予防接種以外の感染原因（母子感染、輸血等）がない方 

 ＊給付金対象者から母子（父子）感染している方や、
　 給付金対象者の相続人も対象となります。

チームメイトが見守る中できれいなフォームの１投

準優勝チームの皆さん優勝チームの皆さん

競技中の選手と応援するチームメイト

問い合わせ　厚生労働省電話相談窓口      ☎０３‐３５９５‐２２５２

感染しているかどうかを調べるために肝
炎ウィルス検査を受けましょう。
採血だけなので短時間で終わります。

＊詳しくは、最寄りの保健所などや下記の厚生労
働省電話相談窓口に問い合わせ下さい。
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町
国
際
交
流
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
カ

サ
ン
ド
ラ
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
さ
ん
に
再

任
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
２
月
１
日
か
ら
現
在
ま

で
の
４
年
間
、
町
の
国
際
化
促
進
や

矢
祭
中
学
校
で
の
英
語
指
導
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
今
回
の

再
任
に
よ
り
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

任
期
は
平
成
28
年
２
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
１
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。

再任辞令を受けるカサンドラさん



Library Inform
ation

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
３
月
の
イ
ベ
ン
ト

お
は
な
し
会
＆
科
学
は
て
な
？
教
室
…
３
月

　

12
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

は
て
な
教
室
は
、
図
書
館
周
辺
を
散
策
し

　

ま
す
。

矢
祭
読
書
の
日
…
３
月
20
日
（
日
）
午
前
９

　

時
〜
正
午

　

第
３
日
曜
日
は
読
書
の
日
。
ぜ
ひ
お
近
く

　

の
文
庫
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

舘
本
文
庫
お
は
な
し
会
…
３
月
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時

　

今
年
度
最
後
の
文
庫
お
は
な
し
会
は
、
舘

　

本
集
会
所
で
開
催
し
ま
す
。

【
家
読
・
つ
な
が
る
絵
本
】

　

毎
月
テ
ー
マ
ご
と
に
家
読
の
お
す
す
め
の

　

本
を
紹
介
し
ま
す
。
今
月
は
卒
業
式
・
小

　

学
校
閉
校
式
に
あ
わ
せ
て
「
別
れ
」
を
テ
ー

　

マ
に
し
た
絵
本
10
冊
を
紹
介
し
ま
す
。

【
そ
の
ほ
か
の
コ
ー
ナ
ー
】

　
「
入
園
・
入
学
準
備
」
の
本
、「
春
の
絵
本
」

　

を
展
示
中
で
す
。

今
月
の
休
館
日

　

３
月
７
日
（
月
）、
３
月
14
日
（
月
）、
３

　

月
28
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ　

も
っ
た
い
な
い
図
書
館
☎
４
６

　

‐
４
６
４
６

短
歌　

矢
祭
短
歌
会
二
月
詠
草

　

戦
争
の
時
代
超
え
来
し
は
ら
か
ら
と

　

寄
席
に
集
い
て
共
に
笑
い
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

税
子

　

わ
が
心
照
ら
す
が
如
く
朝
日
差
す

　

今
日
も
元
気
に
と
励
ま
す
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

　

耐
え
て
咲
く
瑠
璃
色
の
花
い
ぬ
の
ふ
ぐ
り

　

春
の
息
吹
を
見
つ
め
て
い
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

　

農
業
に
明
日
の
光
を
た
く
し
つ
つ

　

凍
て
し
棚
田
に
松
飾
り
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

絹
子

　

突
然
に
命
奪
わ
れ
し
若
き
ら
の

　

無
念
の
御
霊
よ
安
ら
か
に
眠
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

典
子

　

月
に
二
度
母
の
炊
き
く
れ
し
小
豆
御
飯

　

小
豆
の
栄
養
い
ま
テ
レ
ビ
に
知
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

君
江

　

娘
よ
り
雛
人
形
を
飾
り
し
と

　

着
信
メ
ー
ル
に
孫
の
幸
せ
願
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

初
枝

　

ふ
と
使
う
握
り
鋏
に
息
子
の
名

　

下
宿
に
も
た
せ
し
は
る
か
遠
き
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池　

知
子

　

真
っ
白
に
霜
の
降
り
た
る
今
朝
の
空

　

寒
さ
知
ら
ず
か
鳶
が
舞
い
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
ミ
サ
子

　

底
冷
え
す
る
凍
て
つ
く
朝
の
天
空
に

　

浮
か
ぶ
月
さ
え
寒
々
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齊
藤　

𠮷
民

　

カ
ー
テ
ン
に
手
を
掛
け
外
に
目
を
や
れ
ば

　

夜
来
の
雪
静
か
に
積
も
り
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江

納
税
促
進
に
関
す
る
「
標
語
」・「
習
字
」
コ
ン
ク
ー
ル
実
施

　

矢
祭
町
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
（
緑
川
惠
克
会
長
）
が

主
催
す
る
平
成
27
年
度
納
税

推
進
に
関
す
る
「
標
語
」「
習

字
」
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ

れ
、
町
内
小
中
学
生
が
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
応
募
数
は
、「
標

語
」
が
町
内
の
小
学
５
・
６

年
生
77
人
か
ら
１
４
１
点
。

「
習
字
」
が
矢
祭
中
生
３
人

か
ら
３
点
あ
り
ま
し
た
。

　
「
標
語
」
で
は
、
矢
祭
町

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

（
最
優
秀
賞
）
が
１
点
、
矢

祭
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

優
秀
賞
が
７
点
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、「
習
字
」
で

は
、
矢
祭
町
長
賞
（
最
優
秀

賞
）
が
２
点
、
矢
祭
町
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
が
１

点
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
左
記
表
の
と

お
り
で
す
。

賞 児 童 名 学 校 名 学　年

矢祭町納税貯蓄組合
連合会長賞（最優秀賞） 本 田 光

こ う き

輝 く ん 下関河内小学校 6 年生

矢祭町納税貯蓄組合
連合会優秀賞 藤 井 柊

しゅ う ま

麻 く ん 石井小学校 6 年生

矢祭町納税貯蓄組合
連合会優秀賞 菊 池 大

たい よ う

洋 く ん 石井小学校 ６年生

矢祭町納税貯蓄組合
連合会優秀賞 山 田 佳

か す み

澄 さ ん 石井小学校 ６年生

矢祭町納税貯蓄組合
連合会優秀賞 鈴 木 大

り く

陸 く ん 東舘小学校 ５年生

矢祭町納税貯蓄組合
連合会優秀賞 菊 池 吏

り さ

紗 さ ん 東舘小学校 ５年生

矢祭町納税貯蓄組合
連合会優秀賞 大 森 聖

せ い と

斗 く ん 東舘小学校 ５年生

矢祭町納税貯蓄組合
連合会優秀賞 本 多 　 葵

あおい

さ ん 関岡小学校 ６年生

・平成 27年度納税推進に関する「標語」コンクール受賞者

賞 生 徒 名 学 校 名 学　年

矢祭町長賞（最優秀賞） 菊 池 郭
ひろ ぶ み

文 く ん 矢祭中学校 ２年生

矢祭町長賞（最優秀賞） 片 野 亜
あ み

美 さ ん 矢祭中学校 ３年生

矢祭町納税貯蓄組合
連合会長賞 白 石 紗

さ や か

也 加 さ ん 矢祭中学校 ３年生

・平成 27年度納税推進に関する「習字」コンクール受賞者

1213

平
成
28
年
度
矢
祭
町
大
学
入
学

一
時
金
貸
付
募
集

　

矢
祭
町
大
学
入
学
一
時
金
貸
付
は
、
大
学

（
入
学
資
格
を
高
等
学
校
卒
業
以
上
と
す
る

専
修
学
校
等
を
含
む
。）
に
入
学
す
る
学
生

の
保
護
者
で
、
入
学
一
時
金
の
貸
付
け
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
貸
付
を
行
い
、

そ
の
子
に
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
機
会
を

与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

募
集
定
員　

２
名

貸
付
額　

50
万
円
以
内
（
無
利
息
）

償
還
方
法　

大
学
卒
業
後
５
年
以
内
に
年
賦

　

ま
た
は
月
賦
に
よ
る
償
還

資
格
要
件

　

一
、
大
学
（
入
学
資
格
を
高
等
学
校
卒
業

　
　

以
上
と
す
る
専
修
学
校
等
を
含
む
。）　

　
　

に
入
学
を
許
可
さ
れ
た
学
生
の
保
護
者

　

二
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
借
受
け
を
必
要

　
　

と
す
る
者

　

三
、
矢
祭
町
に
引
き
続
き
５
年
以
上
居
住

　
　

す
る
者

　

四
、
前
年
の
所
得
額
が
３
５
０
万
円
以
内

　

五
、
矢
祭
町
に
居
住
し
保
証
能
力
の
あ
る

　
　

保
証
人
を
有
す
る
こ
と

提
出
期
限　

平
成
28
年
４
月
１
日
（
金
）

願
書
提
出
先　

町
教
育
委
員
会

そ
の
他　

申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
町
教
育

　

委
員
会
で
お
渡
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

町
教
育
委
員
会
☎
４
６
‐
４

　

５
８
０

最優秀賞を受賞した本田くん

　

２
月
14
日
（
日
）
に
山
口
県

で
行
わ
れ
た
全
日
本
実
業
団

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で
、
本
町
出

身
の
石
井
寿
美
選
手
が
１
時
間

10
分
９
秒
で
第
３
位
（
日
本
人

第
２
位
）
に
入
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会
は
、
３
月

26
日（
金
）に
イ
ギ
リ
ス
の
カ
ー

デ
ィ
フ
で
行
わ
れ
る
第
22
回
世

界
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
選
手
権
の

選
考
も
兼
ね
て
お
り
、
選
考
の

結
果
日
本
代
表
と
し
て
出
場
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

石
井
選
手
は
、
中
学
か
ら
高

校
ま
で
出
場
し
て
い
た
ふ
く
し

ま
駅
伝
矢
祭
町
チ
ー
ム
で
の
活

躍
も
あ
り
、
今
後
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
今
回
そ
の
期
待

に
応
え
た
結
果
、
日
本
代
表
に

選
出
さ
れ
る
と
い
う
快
挙
に
繋

が
り
ま
し
た
。

　

世
界
の
大
舞
台
で
輝
き
を
見

せ
る
石
井
選
手
に
注
目
が
集
ま

り
ま
す
。

山口県で開催された大会で快走を見せる石井選手

石
井
寿
美
さ
ん
日
本
代
表
に
選
出

世
界
の
大
舞
台
へ
羽
ば
た
く

各賞を受章した矢祭中の３人

優秀賞に輝いた石井小の３人 優秀賞に輝いた東舘小の３人 優秀賞に輝いた本多さん

石井寿美さん
ヤマダ電機女子陸上部

PROFILE
【いしい　ひさみ】
1995 年生まれ。下
関河内出身。矢祭中
学校卒‐学法石川高
等学校卒‐ヤマダ電
機。



　
「
出
会
い
」
と
い
う
言
葉
を
最

近
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
聞
き
慣
れ

て
新
鮮
さ
が
薄
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
人
と
人
の
出
会
い
は
偶
然

や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
っ
て
起
こ
る

も
の
と
考
え
る
と
、
と
て
も
貴
重

な
出
来
事
に
思
え
ま
す
。
先
日
開

催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
講
師
の
中
瀬

明
美
さ
ん
は
、
そ
の
経
験
が
あ
る

と
言
い
ま
す
。

　

中
瀬
さ
ん
は
、
仕
事
上
で
男
性

に
電
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
昨
日
と

同
じ
相
手
の
は
ず
な
の
に
方
言
が

あ
り
違
和
感
を
感
じ
た
。
対
す
る

相
手
は
い
き
な
り
関
西
な
ま
り
の

電
話
を
受
け
た
。
中
瀬
さ
ん
は
兵

庫
県
か
ら
古
殿
町
の
男
性
に
間
違

い
電
話
を
か
け
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
、
お
互
い
に
間
違
い
だ
と

気
付
い
た
後
１
時
間
も
お
し
べ
り

を
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
７
カ
月

後
二
人
は
入
籍
し
中
瀬
さ
ん
は
古

殿
町
へ
嫁
ぎ
、
現
在
は
古
殿
町
を

拠
点
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
忙
し
い

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

遠
く
知
ら
な
い
場
所
へ
移
り
住

ん
だ
背
景
に
は
、
何
か
を
捨
て
て

で
も
大
切
な
も
の
を
受
け
入
れ
る

決
断
が
あ
っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
潔
さ
、
柔
軟
な
決
断
が

表
情
に
も
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
は
別
れ
の
季
節
だ
け
で
な

く
新
た
な
出
会
い
の
季
節
で
す
。

春
に
迎
え
る
新
た
な
出
会
い
は
も

う
す
ぐ
そ
こ
で
す
。

スポーツです。町内のママさんバレーに入っているの
で、早くバレーボールをやって体を動かしたいです。

子供たちと一緒に、スポーツ観戦に行きたいです。東
京オリンピックなどを見に行きたいですね。

ショッピングです。家族でお出かけをすることが多い
のですが、友達やママ友さんたちともお出かけできた
らいいなと思っています。

自然豊かで、住みやすいところです。

子供たちがもっとスポーツに接しやすく、親子で運動
ができるイベントなどあるといいなと思います。

これからも家族共々よろしくお願いします。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
親
子
で
東
京
五
輪
を
見
に
行
き
た
い

新海　千愛美さん

Ｃ
ｈ
ｉ
ａ
ｍ
ｉ
　
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
ａｉ

しんかいちあみ● 22 歳・戸塚在住

メッセージ

from結婚支援室（21）

message

次は鈴木悠秀さん（東舘）の予定です。

No.24

　　

小
田
川
在
住
の
豊
田
智
子
さ
ん

は
、
不
慮
の
事
故
で
頸
椎
を
損
傷

し
、
首
か
ら
下
が
麻
痺
し
て
し
ま

い
、
30
年
以
上
寝
た
き
り
の
生
活

を
し
て
い
ま
す
。
智
子
さ
ん
は
、

15
年
ほ
ど
前
入
院
し
て
い
る
時

に
、
星
野
富
弘
さ
ん
の
本
を
読
ん

で
絵
手
紙
を
描
こ
う
と
思
っ
た
そ

う
で
す
。
豊
田
さ
ん
の
絵
手
紙
は
、

本
物
の
色
を
出
す
た
め
顔
彩
と
い

う
絵
具
で
描
か
れ
、
作
品
に
は
言

葉
も
添
え
て
い
ま
す
。

　
「
最
初
は
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る

よ
う
に
言
葉
も
添
え
て
描
い
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
た
く
さ
ん
の
支

え
も
あ
り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
添
え

る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。」
と
智

子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
現
在
作
品
数

は
１
，
５
０
０
枚
を
超
え
、
様
々
な

場
所
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

絵
手
紙
は
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に

手
を
借
り
な
が
ら
描
か
れ
、
１
枚

約
１
時
間
で
完
成
す
る
そ
う
で

す
。「
題
材
の
花
は
、
写
真
な
ど

で
は
な
く
友
達
や
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

が
持
っ
て
き
て
く
れ
る
生
花
を
見

て
描
い
て
い
ま
す
。
本
物
の
色
は

生
の
花
を
見
な
け
れ
ば
描
け
ま
せ

ん
か
ら
ね
。」
と
絵
手
紙
に
対
す

る
こ
だ
わ
り
が
伝
わ
り
ま
す
。「
絵

手
紙
は
日
記
と
一
緒
。
自
分
の
日

記
だ
か
ら
つ
ら
い
こ
と
も
素
直
に

描
け
る
し
、
生
き
て
い
る
と
い
う

気
持
ち
に
な
れ
る
ん
で
す
。」
と

絵
手
紙
を
描
き
続
け
る
喜
び
も
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
智
子
さ
ん
は
、
同
じ
境

遇
の
仲
間
の
い
る
「
福
島
頸
損
友

の
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
作
品

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
是
非
検
索

し
ご
覧
下
さ
い
。

　

今
後
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
見

て
も
ら
い
た
い
の
で
、
展
示
会
の

開
催
や
作
品
を
本
に
ま
と
め
た
い

と
い
う
智
子
さ
ん
。
夢
の
た
め
に

今
日
も
筆
を
は
し
ら
せ
ま
す
。

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

 「奥久慈の春を食す」が開催されます。

日時　4 月 10 日（日）10:30 ～ 15:00
会場　大子広域公園ｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟ場
会費　男性 6,000 円・女性 3,000 円
主催　大子町「結活」
☆ HP「結活」に掲載中。

詳しくは「結婚支援室」まで
TEL0247-46-4884

●町への要望はありますか？

14

結婚支援室からのお知らせ

ユーハイム矢祭の施設内に展示されている智子さん
の絵手紙作品

絵
手
紙
は
日
記
と
一
緒

素
直
に
書
け
る
し
生
き
て
い
る
と
実
感
す
る

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.24 －

豊
田
智
子
さ
ん

PROFILE
【とよだともこ】57歳。小田川在住。趣
味は絵手紙、ネットサーフィン。モットー
は「どうにかなるさ」

15



TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

鈴木団長より分団への引渡し

　２月５日（金）、東舘小学校６年生２０人が社会
科の授業のため、同日開かれた町議会の臨時会を傍
聴しました。児童たちは「町議会の様子を見学しよ
う」というテーマで学習しており、町議会の審議を
熱心に聞きながら、持参した学習資料へ記録してい
ました。

赤鬼に豆を投げる園児たち

　１月３１日（日）、山村開発センター駐車場で、
町消防団へ小型自動車ポンプ積載車と小型動力ポン
プが町から引き渡されました。小型動力ポンプ積載
車は、第４班（小田川）、第１１班（内川）へ小型
動力ポンプは、第１５班（中石井）へそれぞれ配備
されました。

町議会の審議を傍聴する東舘小６年生

　２月３日（水）、ユーパル矢祭を会場に、やまつ
りこども園の園児たちが豆まき行事を行いました。
豆まきは、幼児教育部の園児１４３人だけでなく温
泉サロン利用の高齢者や一般客も参加し、大広間に
現れた赤鬼に豆を投げ見事会場から追い出すことに
成功しました。

更なる消防活動の充実のために
▶小型動力ポンプ積載車引渡し式

社会科学習の一環として
▶東舘小学校６年生町議会傍聴

鬼は外、福は内
▶やまつりこども園豆まき行事

激励金を受け取る郡司さん

矢祭子ども司書の認定を受けた子供たち

練習の成果を発揮する選手と応援する保護者

　２月２３日（火）、矢祭町中央公民館で第七期
「矢祭子ども司書」講座認定式が行われました。平
成２７年６月２１日の開講式から１年間を通して、
様々な活動をしてきた東舘小学校と石井小学校の
４・５年生８人が認定を受け、古張教育長から認定
証が授与されました。

アロマの説明を受ける参加者と講師の八幡さん

　２月１０日、２４日（水）、矢祭町中央公民館でハー
ブ＆アロマ教室が開催されました。講師に、ハーブ
＆アロマさとみ香芳の八幡里美さんを招いて、香り
を使った心のストレスチェックを行い、アロマオイ
ルを使ったオリジナルコロンなどを作成しました。
この教室は、３月９日（水）にも開催いたします。

心身のリラックスを図る　
▶ハーブ&アロマ教室

　２月１４日（日）、スインピア矢祭屋内プールで
第３６回福島県ジュニアオリンピックカップ春季水
泳競技大会が開催されました。会場は、約４００人
の選手と応援に訪れた保護者や関係者であふれ、福
島県の頂点を目指して選手たちは練習の成果を発揮
しました。

１年間頑張りました
▶第七期「矢祭子ども司書」講座認定式

福島県の頂点、更にその先を目指して
▶第36回福島県ジュニアオリンピックカップ春季水泳競技大会

全国の頭脳マンと熱い勝負を
▶若鮎チャレンジサポート事業激励金交付式

　２月１６日（火）、昨年１１月２９日に郡山市で
開催された「エコノミクス甲子園」福島大会に出場
し、見事優勝を飾った郡司英彰さん（白河高校２年
生）に激励金が交付されました。また全国大会が２
月２８日に行われ、全国から集まった精鋭たちと熱
い頭脳戦を繰り広げました。
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　今月号で町内５つの小学校のシリーズ特
集を完成させることができました。５か月
に渡り各小学校を取材させていただいて、
たくさんの方にご協力いただきました。本
当にありがとうございました。今回の取材
を通して、小学校ごとの特色や小学校に対
する様々な人の想いを聞くことができまし
た。どの小学校にも共通して感じたことは、
地域の方に愛されてきた小学校だったんだ
なということでした。たくさんの人が、小
学校の活動に協力を惜しまず、その協力を
続けてきたからこそ素晴らしい小学校と
なったのだろうなと思いました。来月から
は矢祭小学校が開校しますが、現在の５つ
の小学校のように地域に愛され、惜しみな
い協力を得られるような素晴らしい学校に
なってほしいなと思います。　　　　　（海）

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な

れ
ま
す
。
口
座
振
替
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
保
険
料
が
自
動

的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金

融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省

け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く

と
て
も
便
利
で
す
。
ま
た
、
口

座
振
替
に
は
当
月
分
保
険
料
を

当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ

る
早
割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ

り
も
割
引
額
が
多
い
６
か
月
前

納
・
１
年
前
納
・
２
年
前
納
も

あ
り
大
変
お
得
で
す
。
口
座
振

替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付
書

ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金

融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う

え
、
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事

務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構

　

白
河
年
金
事
務
所
☎
０
２
４

　

８
‐
２
７
‐
４
１
６
１

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
戦

没
者
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い

た
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰

の
意
を
表
す
た
め
、
戦
没
者
等

の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
（
記

名
国
債
）
を
支
給
す
る
も
の
で

す
。

支
給
対
象
者　

戦
没
者
等
の
死

　

亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成

　

27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）

　

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ

　

る
公
務
扶
助
料
等
」
や
「
戦

　

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

　

法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を

　

受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

　

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の

　

ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ

　

ま
す
。

　

一
、
平
成
27
年
４
月
１
日
ま

　

で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

　

等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

　

受
給
権
を
取
得
し
た
方

　

二
、
戦
没
者
等
の
子

　

三
、
戦
没
者
等
の
①
父
母
②

　

孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹（
＊

　

戦
没
者
の
死
亡
当
時
、
生
計

　

関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等

　

の
要
件
を
有
し
て
い
る
こ
と

　

等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

　

か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が

　

入
れ
替
わ
る
。）

　

四
、
右
記
一
〜
三
以
外
の
戦

　

没
者
等
の
三
親
等
以
内
の
親

　

族
（
＊
戦
没
者
等
の
死
亡
時

　

ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の

　

生
計
を
有
し
て
い
た
方
に
限

　

る
。）

支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５

　

年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間　

平
成
27
年
４
月
１

　

日
か
ら
平
成
30
年
４
月
２
日

そ
の
他　

請
求
関
係
書
類
は
、

　

役
場
町
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル

　

ー
プ
で
お
渡
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
町
民
福
祉

　

課
福
祉
グ
ル
ー
プ　

☎
４
６

　

‐
４
５
７
３

　

ひ
と
り
で
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
お
仕
事
探

し
に
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ひ

と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ

ん
、
相
談
無
料
で
す
。
詳
し
く

は
、
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
児

童
家
庭
支
援
チ
ー
ム
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

☎
０
２
４
８
‐

　

２
２
‐
５
６
４
７

　

３
月
27
日
（
日
）、
矢
祭
町

議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す
。
棄
権
し
な
い
で
投
票
し

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
選
挙
の
当

日
に
仕
事
の
予
定
が
あ
る
場
合

や
用
事
が
あ
っ
て
出
か
け
る
予

定
が
あ
る
場
合
に
は
、
期
日
前

投
票
所
に
お
い
て
期
日
前
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
日　
３
月
23
日（
水
）

　

〜
３
月
26
日
（
土
）

期
日
前
投
票
時
間　

午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
８
時

期
日
前
投
票
所　

矢
祭
町
役
場

　

駐
車
場
内
選
挙
管
理
委
員
会

　

事
務
室

問
い
合
わ
せ　

町
選
挙
管
理
委

　

員
会
☎
４
６
‐
３
１
３
１

　

福
島
県
で
は
、
土
砂
災
害
防

止
法
に
よ
る
土
砂
災
害
警
戒
区

域
等
の
指
定
に
向
け
、土
石
流
、

急
傾
斜
地
及
び
地
す
べ
り
危
険

箇
所
に
お
け
る
基
礎
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
法
律
（
平

成
27
年
１
月
18
日
施
行
）
に
基

づ
き
基
礎
調
査
結
果
の
公
表
を

行
っ
て
い
ま
す
。調
査
結
果
は
、

福
島
県
県
南
建
設
事
務
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

土
砂
災
害
の
危
険
性
の
あ
る
区

域
の
確
認
や
避
難
活
動
等
の
資

料
と
し
て
活
用
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

県
南
建
設
事
務

　

所
河
川
砂
防
課
☎
０
２
４
８

　

‐
２
３
‐
１
６
２
５　

　

震
災
の
犠
牲
者
へ
の
哀
悼
と

復
興
へ
の
想
い
を
込
め
、
県
内

各
地
で「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」

が
開
催
さ
れ
、
県
南
地
域
で
は

白
河
市
民
会
館
で
２
０
０
０
本

の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
灯
さ
れ
ま
す
。

ま
た
当
日
は
、
白
河
市
が
主
催

行事＆お知らせ

情報局情報局人　口 ６,１６７人 （－  ２）
男 ３,０４２人 （＋ ２）
女 ３,１２５人 （－  ４）
世　帯 ２,１００世帯（－ １）

す
る
第
４
回
震
災
復
興
音
楽
祭

が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
震
災
復
興

関
連
の
パ
ネ
ル
展
示
や
記
帳
所

の
設
置
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

３
月
11
日
（
金
）

会
場　

白
河
市
民
会
館
（
白
河

　

市
手
代
町
）

内
容　

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト（
午

　

後
５
時
30
分
頃
〜
午
後
８
時

　

頃
）／
震
災
復
興
音
楽
祭（
開

　

場
▼
午
前
10
時
30
分
、
開
演

　

▼
午
前
11
時
、
終
演
▼
午
後

　

８
時
15
分
）／
パ
ネ
ル
展
示
、

　

記
帳
所
の
設
置
（
午
前
10
時

　

30
分
〜
午
後
８
時
）

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
県
南
地

　

方
振
興
局
復
興
支
援
・
地
域

　

連
携
室
☎
０
２
４
８
‐
２
３

　

‐
１
５
２
４

主
催　

矢
祭
町
商
工
会
青
年
部

内
容　

ゴ
ル
ゴ
松
本
氏
に
よ
る

　
「
命
の
授
業
」
講
演

日
時　

３
月
25
日
（
金
）
開
場

　

▼
午
後
５
時
／
開
演
▼
午
後

　

６
時

場
所　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭

定
員　

矢
祭
中
学
校
全
校
生
／

　

一
般
（
中
学
生
以
上
）
５
０

　

０
人
程
度

料
金　

中
学
生
▼
無
料
／
一
般

　

参
加
者
▼
１
０
０
０
円

販
売
方
法　

一
般
参
加
の
方
は

　

３
月
13
日
（
日
）、（
株
）
押

　

田
製
材
所
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に

　

て
販
売
い
た
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
町
商
工
会

　

☎
４
６
‐
２
１
２
６

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、

止
血
法
、
異
物
除
去
法
を
学
ぶ

救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
８
日
（
火
）
午
前

　

９
時
〜
正
午

場
所　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
問
い
合
わ
せ　

白
河
消
防
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
２
１
５

　

５

人の動き
２月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
増子　蒔

し の

乃 1/24 雄一 ・ 奈津美 東　舘

鈴木　慶
よ し と

歩 1/27 将訓 ・ 紀子 中石井

加藤　あみ 1/30 晃 ・ 美穂 小田川

宮﨑美
み ほ こ

穂子 ２/２ 桂馬 ・ 直美 東　舘

小林　　慶
け い

２/３ 亮 ・ 祐子 中石井

金澤　愛
あ い り

結 2/16 貴広 ・ 萌子 小田川

齋藤　　結
ゆ い

2/17 剛幸 ・ 奈穂 小田川

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
保住甲子男 82 弘 １ / 30 下関河内
片野　清吾 96 春男 1 / 31 宝　坂
菊池　英雄 89 文男 ２ / 2 中石井
豊田　良夫 77 則子 ２ / ２ 宝　坂
菊池　　正 68 孝宏 2 / 14 関　岡
須藤　昌和 75 昌彦 2 / 16 小田川

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

平成２７年度全国統一防火標語
「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」

　住宅火災のうち、死亡の原因で最も多いのが「たば
こ」による火災です。たばこを吸う際は、布団で吸わ
ない。灰皿には水を入れて。消えたかどうかを確認。
この３カ条を守って火災を防ぎましょう。又、火災の
早期発見、火災を未然に防ぐためには住宅用火災警報
器が必須です。住宅の寝室、寝室が２階にある場合は
階段に設置が義務付けられています。設置されていな
い家庭は早めの設置をお願いします。

●町内火災・救急件数
（平成28年1月1日～2月15日）

火災件数　 ０件
救急出動      34 件

消防分署からのお願い
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　夕暮れ時にお邪魔したのは、舘本在住の小野さんご家族のお宅。
お父さんの勇一さんとお母さんの文子さんそして８か月になる娘の
結愛ちゃんが揃って迎えてくれました。ご両親は結愛ちゃんに「元
気に素直で思いやりのある子に育ってほしい。」と願っているそう
です。そう願うご両親の愛情を一身に受ける結愛ちゃんは、人見知
りもせず毎日笑顔で、最近できるようになったハイハイで家の中を
動き回っています。結愛ちゃんのお風呂はパパのお役目で、パパと
一緒に入るお風呂が大好きなんだそうです。「靴下を脱がせるとパ
パとお風呂だとわかっているのかもしれません。」と文子さんは娘
の予測能力に驚きます。今後の成長が楽しみな結愛ちゃん。ご両親
の願いに応えるように今日も元気に過ごし、家族に笑顔を届けます。

月情報カレンダー
［省略］○…当番医　山開…山村開発センター　
　　 　塙…塙厚生病院　舘山…舘山荘　スイ…スインピア矢祭3

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　小野結
ゆいな

愛ちゃん（８か月）
お父さん　勇一さん　　お母さん　文子さん　　

【舘本在住】
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住
ん
で
み
た
い
住
み
続
け
た
い
や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２8年 4月 30日まで
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日 月 火 水 木 金 土
6 7 8 9 10 11 12

 ●運動教室
　スイ（10：00～11：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

●矢祭中学校卒業式
●家族の相談会
　    山開（13：00～16：00）

○金澤医院☎46-2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

13 14 15 16 17 18 19
●３か月児健康診査
　       塙（13：30～13：40）

●運動教室
　スイ（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）
●６か月児・１１か
　月児健康相談
　      山開（９：30～９：４５）

●やまつりこども園
　幼児教育部終了証
　書授与式　　　
　

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

20 21 22 23 24 25 26
●矢祭読書の日 ●矢祭町立小学校

　卒業式

○東白川中央病院☎33-3263 ○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

27 28 29 30 31 4/1 2
●心の健康相談会
　    山開（10：00～16：00）

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

3 4 5 6 7 8 9
●運動教室
　  山開（10：00～11：00）

●矢祭町立小・中学校
　入学式

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）
●歯科クリニック
　  山開（13：00～13：15）

●やまつりこども園
　幼児教育部入園式
●家族の相談会
　    山開（13：00～16：00）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


